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九州の活火山データベースを考える

阿蘇火山における

後カルデラ噴火『蔀動の
データベース化

一テフラ研究に必要なデータベース像一
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わが国ではこれまで多くのテフロクロノロジー

による火山噴火史研究が行われてきたが．フィー

ルド調査だけでなく，データのとりまとめに関し

ても解決すべき問題は多い．本論では，阿蘇火山

の後カルデラ噴火活動史に関する調査を例に，テ

フラ研究を効率的に進めるために構築すべきデー

タベース像について述べる．

1．はじめに

阿蘇火山は，南北約25km.東西約18kinのカル

デラを有する火山である．そのカルデラ内に存在

する後カルデラ中央火口丘群は，現在も活動中の

中岳をはじめとする17座以上の火山の複合体で

あり（小野･渡辺，1985)，溶岩流や火砕岩からな

る山体を形成するとともに，膨大な量の降下テフ

ラを周辺地域に堆積させてきた．

筆者はテフロクロノロジーによる阿蘇火山の後

カルデラ'噴火活動史の解明を目的とした研究を

行ってきたが，フィールド調査を開始してからテ

フラ層序の概要を報告する論文を発表するまで

10年近い時間がかかってし'まった．これには筆

者の調査技術や能力の不足によるところが大きい

が，野外調査によって得られたデータを整理して
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まとめるのに多大な時間を要したことも理由とし

てあげられる．本論では，テフラ研究者が現地調

査で何を観察し，どのようなデーダを取得してい

るのかを述べ，テフラ研究を効率的に進めるため

に必要なデータベース像について考察する．

2．阿蘇火山中央火口丘群とテフラ層序の

概要

阿蘇カルデラ内には，約9万年前（松本ほか,

1991)のAso-4噴火直:後から活動を開始したとさ

れる，後カルデラ中央火口丘群が存在している

(小野。渡辺.1983).これらの火口丘群は少なく

とも17座以上の火山の複合体であり，膨大な量の

溶岩や降下テフラをI噴出してきた(Miyabuchi、

2009など)．中央火口丘群Ill体の地形や構造は多

様であり．岩石も玄武岩から流紋岩まで広い化学

組成をもっている．例えば，高野尾羽根火山はカ

ルデラ西端‘付近に黒雲母流紋岩からなる溶岩ドー

ムを形成している（渡辺，2001)．輝石デイサイト

の草千里ヶ浜火山は直径約1kmの火口をもつ．溶

結したi軽石丘であり．約3万年前に非常に大規模

なプリニー式I噴火を起こし，周辺地域に多量の軽

石を堆積させている．‘烏Ill目子岳と御竃門山は輝石

図I阿蘇カルデラ東方域

における降下テフラI折面
(阿蘇市波野中久保付近)．

月刊地球ハわ1.34,No.5,2012












	表題
	1. はじめに
	2. 阿蘇火山中央火口丘群とテフラ層序の概要
	3. 調査地点でのテフラ観察 : 現地で何を観察すべきか
	4. データ整理、データベースへの入力
	5. データの出力・解析・作図
	(1)調査地点位置図
	(2)柱状図
	(3)露頭写真
	(4)テフラ分布図
	(5)テフラ見かけ体積の算出
	(6)テフラ噴出量階段図

	6. おわりに
	参考文献



